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資

料ル
ー

マ

ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
憲
法

奥

原

忠

弘

一
九
六
五
年
八
月
二

一
日
、

ル
ー
マ
ニ
ア
大
国
民
議
会
は
、
満
場

一
致

で
新
憲
法
を
採
択
し
、

一
九
五
二
年
九
月
二
四
日
の
憲
法
を
廃
止
し
た
。

周
知
の
よ
う
に
ル
ー

マ
ニ
ア
は
、

一
九
六
二
年
頃
よ
り
、
長
期
に
わ
た

る
ソ
連
の
支
配
に
抵
抗
を
示
し
は
じ
め
、
今
日
、
自
主
独
立
路
線
を
露
わ

に
し
つ
つ
あ
る
が
、
新
憲
法
を

一
読
し
て
感
ず
る
こ
と
は
、
ル
ー

マ
ニ
ア

の
独
立
路
線
を
歩
ま
ん
と
す
る
そ
の
姿
勢
と
人
権
保
障
規
定
の
拡
充
で
あ

る
。旧
憲
法

に
は
、
ソ
連

一
辺
倒
と
み
ら
れ
る
表
現
が
前
文
お
よ
び
第
三
条

に
示
さ
れ
て
い
た
が
、新
憲
法

で
は
、
そ
の
よ
う
な
表
現
は
完
全
に
払
拭
さ

れ
、
代
わ
り
に
、
政
治
体
制
を
異
に
す
る
諸
国
と
の
協
力
関
係
の
促
進
、

国
際
組
織

へ
の
積
極
的
参
加
を
明
示
す
る
外
交

に
関
す
る
原
則
規
定

(第

一
四
条
)
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

ル
!

マ

ニ
ア
社
会

主
義
共

和
国
憲

法

人
権
保
障
に
つ
い
て
は
、
憲
法

の
編
別
が

か
え
ら
れ
、
旧
憲
法
に
お
い

て
第
七
章
に
置
か
れ
て

い
た

「基
本
的
権
利
及
び
義
務
」
が
、
第
二
章
に

移
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
て
、
電
話
に
よ
る
会
話
の

秘
密

の
保
障

(第
三
三
条
)
、
請
願
権

(第
三
四
条
)
、
国
家
機
関
の
不
法

行
為
に
よ
る
損
害

に
つ
い
て
の
賠
償
請
求
権

(第
三
五
条
)
が
新
た
に
追

加
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
全
般
に
各
基
本
権
に
つ
い
て
の
規
定
内
容
が
詳

細
と
な

っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
旧
憲
法
第
八
十
七
条
の

「①

ル
ー

マ
ニ
ア

人
民
共
和
国

の
市
民
は
、
人
身
の
不
可
侵
を
保
障
さ
れ
る
。
②
何
人
も
、

法
律
に
基
づ
く
裁
判
所
の
命
令
ま
た
は
検
事

の
同
意
な
く
し
て
逮
捕
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
」
と

の
規
定
と
新
憲
法
第
三
十

一
条
の
規
定
を
比
較
さ
れ

た
い
。
な
お
、
大
国
民
議
会

(
国
会
)

に
法
律
の
合
憲
性
を
審
査
す
る
権
限
を

一
四
五

r「1



神

奈

川

法

学

付
与
す

る
規
定

(第
四
三
条

コ
ニ
号
、
第
五
三
条
)
が
新
た
に
加
え
ら
れ

て
い
る
が
、
か
か
る
制
度
は
、
社
会
主
義
国
に
お
い
て
、
ほ
か
に
ブ

ル
ガ

リ
ァ
、
東
独
の
両
国
に
み
ら
れ
る
。

以
下
に
新
憲
法
の
全
訳
を
試
み
る
。

ル
ー

マ
ニ
7
社
会
主
義
共
和
国
憲
法

(
一
九
六
五
年
八
月
)

第

一
章

ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国

第

一
条

ル
ー
マ
ニ
ア
は
、
社
会
主
義
共
和
国
で
あ
る
。

ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
は
、
主
権

・
独
立

・
単

一
に
し
て
都

市
お
よ
び
農
村
の
勤
労
者
の
国
家

で
あ

る
。
そ
の
領
土
は
、
不
可
譲
、

不
可
分
で
あ
る
。

第
二
条

ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
に
お
け
る
す
べ
て
の
権
力
は
、

自
由

に
し
て
、
自
ら
の
運
命

の
支
配
者
で
あ
る
人
民

に
属
す
る
。

人
民
の
権
力
は
、
勤
労
者
と
農
民
の
同
盟
に
基
礎
を
置
く
。
社
会

の

指
導
的
階
級
で
あ
る
労
働
者
階
級
、
農
民
、
知
識
階
級
お
よ
び
そ
の
他

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
動
労
人
民
は
、
民
族
の
如
何
を
問
わ
ず
、
密

接
な
団
結
の
下
に
、
社
会
主
義
制
度
を
樹
立
し
、
共
産
主
義

へ
の
移
行

の
諸
条
件
を
つ
く
り
だ
す
も

の
と
す
る
。

第
三
条

ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
に
お
い
て
は
、
ル
ー

マ
ニ
ア
共

産
党
が
社
会
全
体
の
指
導
的
政
治
勢
力
で
あ
る
。

第
四
条

主
権
の
保
持
者
で
あ
る
人
民
は
、
こ
の
権
力
を
普
通
、
平
等
、

一
四

六

直
接
、
秘
密

の
投
票

に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
機
関
、
す
な
わ
ち
、
大
国

民
議
会
お
よ
び
人
民
会
議
を
通
じ
て
行
使
す
る
。

大
国
民
議
会
な
ら
び
に
人
民
会
議
は
、
国
家
機
関
の
全
体
系
の
基
礎

で
あ
る
。

大
国
民
議
会
は
、
国
家
権
力
の
最
高
機
関
で
あ

っ
て
、
そ
の
指
導
と
統

制
の
下
に
、
そ
の
他
の
す
べ
て
の
国
家
機
関
は
そ
の
活
動
を
行
な
う
。

第

五
条

ル
ー

マ
昌
ア
の
国
民
経
済
は
、
生
産
手
段
の
社
会
主
義
的
所
有

を
基
礎
と
す
る
社
会

主
義
経
済
で
あ
る
。

ル
ー

マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国

に
お
い
て
は
、
人
間
に
よ
る
人
間
の

搾
取
は
永
久
に
廃
止
さ
れ
、
か
つ
労
働
の
量
と
質

に
従
う
社
会
主
義
的

分
配
原
則
が
適
用
さ
れ
る
。

労
働

は
、
国
の
各
市
民

の
栄
誉
あ
る
義
務
で
あ
る
。

第
六
条

生
産
手
段
の
社
会
主
義
的
所
有
は
、
国
家
財
産
す
な
わ
ち
全
人

民
に
帰
属
す
る
も
の
か
、
若
し
く
は
、
協
同
組
合
財
産
す
な
わ
ち
各
協

同
組
合
組
織
に
帰
属
す

る
も
の
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。

第
七
条

あ
ら
ゆ
る
地
下
資
源
、
鉱
山
、
国
有
地
、
森
林
、
自
然
水
、
自

然
的

エ
ネ

ル
ギ
ー
の
源
泉
、
製
作
所
お
よ
び
工
場
、
銀
行
、
国
有
農
場
、

機
械

・
ト
ラ
ク
タ
ー

・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
通
信
手
段
、
国
の
輸
送
な
ら

び
に
テ
レ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
の
手
段
、
国
の
建
物
お
よ
び
住
宅
、

国

の
社
会
文
化
制
度

の
物
質
的
基
礎
は
、
全
人
民
に
帰
属
し
、
か
つ
国

家
財
産
で
あ
る
。

第
八
条

外
国
貿
易
は
、
国
の
独
占
事
業
で
あ
る
。



●

第
九
条

農
業
生
産
脇
同
組
合
の
土
地
お
よ
び
そ
れ

に
帰
属
す
る
動
物
、

用
具
、
施
設
、
建
造
物
は
、
協
同
組
合
財
産

で
あ
る
。

農
業
協
同
組
合
の
規
約

に
従

っ
て
、
協
同
組
合
農
民
の
家
庭
が
利
用

し

て
い
る
小
地
面
は
、
協
同
組
合
財
産

で
あ
る
。

住
宅
と
付
属
建
築
物
お
よ
び
そ
れ
ら
の
敷
地
な
ら
び
に
農
業
生
産
協

同
組
合
の
規
約
に
従
う
生
産
用
家
畜
、
小
農
具
は
、
協
同
組
合
農
民

の

個
人
財
産

で
あ
る
。

手
工
業
協
同
組
合
お
よ
び
消
費
者
協
同
組
合

の
用
具
、
機
械
、
施
設

な
ら
び

に
建
造
物
は
、
協
同
組
合
財
産
で
あ
る
。

第
十
条

農
業
組
織

の
社
会
主
義
的

一
形
態

で
あ
る
農
業
生
産
協
同
組
合

は
、
集
約
的
土
地
耕
作

お
よ
び
先
進
化
学
の
応
用
の
た
め
の
諸
条
件
を

確
保
し
、
か
つ
、
生
産
高
を
た
か
め
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
経
済

の
発

展
、
農
民
お
よ
び
全
人
民
の
生
活
水
準
の
不
断
の
向
上
に
貢
献
す
る
も

の
と
す
る
。

国
は
、
農
業
生
産
協
同
組
合
を
援
助
し
、
そ
の
財
産
を
保
護
す
る
。

国
は
、
ま
た
、
他
の
協
同
組
合
組
織
を
援
助
し
、
そ
の
財
産
を
保
護
す
る
。

第
十

一
条

協
同
組
合
化
さ
れ
た
農
業
の
諸
条
件
の
中

に
お
い
て
、
国
は

農
業
生
産
協
同
組
合
に
加
盟
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
農
民
に
対
し
、
当

該
農
民
お
よ
び
そ
の
家
族
が
耕
作
し
て
い
る
土
地
の
所
有
を
、
作
業
な

ら
び

に
生
産

に
使
用
す
る
動
物

の
所
有
と
と
も
に
保
障
す
る
。

手
工
業
者
は
、
ま
た
自
身
の
作
業
場
の
所
有
を
保
障
さ
れ
る
θ

第
十
二
条

土
地
な
ら
び
に
建
造
物
は
、
公
益
事
業
の
た
め
に
、
か
つ
、

ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
憲
法

正
当
な
補
償
の
支
払
い
を
し
て
の
み
、
こ
れ
を
収
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
十
三
条

ル
ー

マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
に
お
い
て
は
、
国
家
活
動
の

全
体

の
目
的
は
、
社
会
主
義
制
度

の
発
展
、
全
人
民
の
繁
栄
、
人
民
の

生
活
水
準
お
よ
び
文
化
水
準

の
不
断
の
向
上
、
人
間
の
自
由
と
尊
厳
の

確
保
、
人
間
性
の
多
面
的
是
認
に
あ
る
。

こ
れ
ら
の
目
的
の
た
め
に
、
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
は
、
次

の
こ
と
を
行
な
う
。

国
民
経
済

を
組
織
し
、
企
画
し
、
こ
れ
を
運
営
す
る
。

社
会
主
義
財
産
を
保
護
す
る
。

市
民
の
権
利
の
完
全
な
行
使
を
保
障
し
、
社
会
主
義
的
合
法
性
を
確

保
し
、
法
秩
序
を
擁
護
す
る
。

あ
ら
ゆ
る
水
準
の
教
育
を
発
展
さ
せ
、
科
学
、
芸
術
お
よ
び
文
化
の

発
展

の
た
め
の
諸
条
件
を
確
保
し
、
公
衆
の
健
康
保
全
を
確
保
す
る
。

国

の
防
衛
を
確
保
し
、
武
力
を
編
成
す
る
。

他
国
と
の
諸
関
係
を
組
織
化
す
る
。

第
十
四
条

ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
は
、
社
会
主
義
的
国
際
主
義

の
精
神
に
基
づ
い
て
、
社
会
主
義
諸
国
と
の
友
好
関
係
な
ら
び
に
友
愛

的
協
力
関
係
を
維
持
し
、
発
展
さ
せ
、
他
の
社
会
政
治
体
制
を
有
す
る

諸
国
と
の
協
力
関
係
を
促
進
し
、
平
和
と
諸
国
民
間
の
理
解
を
確
保
す

る
た
め
に
、
国
際
的
諸
機
構
に
お
い
て
活
動
す
る
。

ル
ー

マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
の
対
外
関
係
は
、
主
権
、
民
族
独
立
、

一
四
七

噸
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神

奈

川

法

学

平
等

権

、
互
恵
、
内
政

不
干
渉

の
尊

重

の
諸
原
則

の
上

に
う
ち
た

て
ら

れ

て
い
る
。

第

十

五
条

ル
ー

マ

ニ
ア
社
会

主
義

共
和
国

の
領
土

は
、
次

の
地
域
的
行

政

単
位

で
組
織
す

る
。
す

な
わ
ち
、
県

・
地
区

・
市

・
村

で
あ
る
。

ル
ー

マ
ニ
ア
社
会
主
義

共
和

国

の
県
は
、

ア

ル
ゲ

ス
、

パ

ヶ
ウ
、
バ

ー

ナ

ス
、
ブ

ラ
シ

ョ
フ
、
ブ

カ

レ
ス
ト
、

ク

ル
ー
ジ
、

ク
リ

ス
ナ
ア
、

ド
ブ

ル
ジ

ャ
、

ガ

ラ
ッ
イ
、

フ
ネ
ド

ア
ラ
、

ヤ

ス
イ
、

マ
ラ

ム
レ
シ
、

ム

レ
シ

・
ハ
ソ
ガ
リ
ー
人
自
治
、

オ

ル
テ

ニ
ア
、
プ

ロ
イ

エ
シ
テ

ィ
、

ス

ケ
ヴ

ァ
で
あ

る
。

ル
ー

マ
ニ
ア
社
会

主
義

共
和
国

の
首
府

は
、
ブ

カ

レ
ス
ト
市

で
あ
る
。

第

十
六
条

ル
ー

マ
ニ
ア
の
国
籍

は
、
法
律

に
従

っ
て
、
こ
れ

を
取
得

し
、

か

つ
、
喪
失
す

る
。

第
二
章

市
民

の
基
本
的
権
利
及
び
義
務

第
十
七
条

ル
ー

マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
の
市
民
は
、
民
族
、
人
種
、

性
別
ま
た
は
宗
教

の
如
何
を
問
わ
ず
、
経
済
的
、
政
治
的
、
法
律
的
、

社
会
的
お
よ
び
文
化
的
生
活

の
全
分
野
に
お
い
て
、
平
等
な
権
利
を
有

す
る
。
国
は
、
市
民
の
権
利

に
お
け
る
平
等
性
を
保
障
す
る
。
民
族
、
人
種
、

性
別
ま
た
は
宗
教
を
理
由
に
、
こ
れ
ら
の
権
利
を
制
限
し
、
か
つ
、
そ

の
行
使

に
あ
た

っ
て
差
別
を
行
な
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

か
か
る
制
限
を
設
け
る
こ
と
を
目
指
す

一
切
の
表
現
、
民
族
的
排
外

一
四

八

主
義
的
宣
伝
、
人
種
的
な
い
し
は
民
族
的
憎
悪
の
煽
動
は
、
法
律
に
よ

り
こ
れ
を
処
罰
す
る
。

第
十
八
条

ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
に
お
い
て
は
、
市
民
は
勤
労

の
権
利
を
有
す
る
。
各
人
は
、
各
人
が
受
け
た
訓
練
に
応
じ
て
、
経
済

的
、
行
政
的
、
社
会
的
ま
た
は
文
化
的
分
野
に
お
い
て
、
活
動
す
る
可

能
性
を
与
え
ら
れ
、
そ

の
活
動
の
量
と
質
に
従

っ
て
報
酬
を
受
け
る
。

同

一
労
働

に
対
し
て
は
同

一
の
支
払
を
受
け
る
。

法
律
は
、
婦
人
な
ら
び
に
若
年
労
働
の
保
護
に
関
す
る
特
別
措
置
と

と
も
に
、
労
働
の
保
護
と
安
全
を
は
か
る
諸
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す

る
。

第
十
九
条

ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
の
市
民
は
、
休
息
の
権
利
を

有
す
る
。

休
息
の
権
利
は
、
労
働
日
の
最
長
就
労
時
間
を
八
時
間
と
し
、
週
休
、

年
次
有
給
休
暇
を
定

め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
働
く
人
々
に
保
障
さ
れ
る
。

重
労
働
お
よ
び
高
度
の
重
労
働

の
行
な
わ
れ
る
職
場
に
お
い
て
は
、

労
働
日
の
就
労
時
間
は
、
賃
金

の
減
額
な
し
に
、
八
時
間
以
下
に
短
縮

さ
れ
る
。

第
二
十
条

ル
ー

マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
の
市
民
は
、
老
齢
、
疾
病
ま

た
は
労
働
不
能
の
場
合
に
お
い
て
、
物
質
的
保
障
を
受
け
る
権
利
を
有

す

る
。
物
質
的
保
障
を
受
け
る
権
利
は
、
国
家
社
会
保
障
制
度
に
よ
っ
て
支

払
わ
れ
る
年
金
お
よ
び
疾
病
手
当
を
通
じ
て
工
場
労
働
者
な
ら
び
に
事
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務
労
働
者
に
対
し
て
実
現
さ
れ
、

か
つ
、
協
同
組
合
組
織
若
し
く
は
他

の
公
共
機
関
の
所
属
員
に
つ
い
て
は
、
当
該
組
織
に
よ

っ
て
設
置
さ
れ

た
保
障
の
形
態
を
通
じ
て
与
え
ら
れ
る
。
国
は
、
そ

の
保
健
機
関
を
通

じ
て
、
医
療
援
助
を
保
障
す
る
。

有
給
出
産
休
暇
は
、

こ
れ
を
保
障
す
る
。

第
一
一十

一
条

ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
の
市
民
は
、
教
育
を
受
け

る
権
利
を
有
す
る
。

教
育
を
受
け
る
権
利
は
、

一
般
義
務
教
育
制
、
あ
ら
ゆ
る
段
階
の
教

育

の
無
償
制
と
国
家
奨
学
金
制
度
に
よ

っ
て
保
障
さ
れ
る
。

ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
の
教
育
は
、
国
家
が
こ
れ
を
行
な
う
。

第

二
十
二
条

ル
ー

マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
に
お
け
る
少
数
民
族
は
、

そ
の
母
国
語
を
自
由
に
使
用
す
る
権
利
な
ら
び
に
書
籍
、
新
聞
、
雑
誌

お
よ
び
演
劇
を
母
国
語
で
自
由
に
利
用
し
、
あ
ら
ゆ
る
段
階
の
教
育
を

母
国
語
で
自
由

に
修
め
る
権
利
が
保
障
さ
れ
る
。
ま
た
、
非

ル
ー
マ
昌

ア
民
族
が
居
住
す
る
地
区
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
機
関
お
よ
び
施
設

は
、

口
頭
お
よ
び
文
書
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
の
言
語
を
使
用

し
、
ま
た
、
当
該
民
族
の
中

か
ら
若
し
く
は
当
該
地
方
住
民
の
言
語
お

よ
び
生
活
様
式
を
熟
知
す
る
他
の
市
民
の
中
か
ら
、
公
務
員
を
任
命
す

る
。

第
二
十
三
条

ル
:
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
に
お
い
て
は
、
女
性
は
男

性
と
平
等
の
権
利
を
有
す
る
。

国
は
、
婚
姻
お
よ
び
家
庭
を
保
護
し
、
母
子
の
利
益
を
擁
護
す
る
。

ル
ー
マ
昌
ア
社
会
主
義
共
和
国
憲
法

第
二
十
四
条

ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
は
、
青
少
年

に
対
し
て
、

そ

の
肉
体
的
、
知
的
能
力
の
開
発
に
必
要
な
諸
条
件
を
確
保
す
る
。

第
二
十
五
条

ル
ー
マ

一一
ア
社
会
主
義
共
和
国
の
市
民
は
、
大
国
民
議
会

お
よ
び
人
民
会
議
に
つ
い
て
、
選
挙
権
お
よ
び
被
選
挙
権
を
有
す
る
。

投
票
は
、
普
通
、
平
等
、
直
接
、
秘
密
と
す
る
。
十
八
才
に
達
し
た

す
ぺ
て
の
市
民
は
、
投
票
権
を
有
す
る
。

投
票
権
を
有
す
る
者
で
二
十
三
才

に
達
し
た
市
民
は
、
大
国
民
議
会

な
ら
び
に
人
民
評
議
会
の
代
議
員
と
し
て
選
出
さ
れ
る
こ
と

が

で
き

る
。候
補
者
を
指
名
す
る
権
利
は
、
次

の
、
勤
労
人
民
の
す
べ
て
の
機
関

に
対
し
保
障
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

ル
ー
マ
ニ
ア
共
産
党
の
諸
機
関
、

労
働
組
合
、
協
同
組
合
、
青
年
お
よ
び
婦
人
組
織
、
文
化
団
体
お
よ
び

そ
の
他
の
大
衆
的
な
ら
び
に
公
的
機
関
で
あ
る
。

選
挙
人
は
、
代
議
員
を
指
名
し
あ
る
い
は
選
出
し
た
と
同

一
の
手
続

に
よ

っ
て
、
い
つ
で
も
、
代
議
員
を
罷
免
す
る
権
利
を
有
す
る
。

精
神
病
者
は
、
・選
挙
権
、
被
選
挙
権
を
有
し
な
い
。
判
決
で
裁
判
所

に
よ
り
決
め
ら
れ
た
期
間
こ
れ
ら
の
権
利
を
剥
奪
さ
れ
た
者
も
同
様
で

あ
る
。

第
二
十
六
条

勤
労
者
、
農
民
、
知
識
人
お
よ
び
そ
の
他
の
ヵ
テ
ゴ
リ
ー

に
属
す
る
勤
労
人
民
の
各
層
か
ら
出
た
最
も
先
進
的
か
つ
意
識
的
な
市

民
は
、

ル
ー
マ
ニ
ァ
共
産
党
す
な
わ
ち
労
働
者
階
級
の
組
織
の
最
高
形

態

で
あ
り
そ
の
前
衛
的
分
遣
隊
に
結
集
す
る
。

、

㎝
四
九
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、
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、
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奈

川

法

学

、
マ
ニ
ア
共
産
党

は
、
人
民
の
熱
望
と
重
要
な
利
益
を
表
明
し
、

/
/

総

雛

饗

簸

飾雛
鞍

第

二
十
七
条

ル
ー

マ
ニ
ァ
社
会
主
義
共
和
国
の
市
民
は
、
労
働
組
合
、

協
同
組
合
、
青
年
、
婦
人
な
ら
び
に
社
会
文
化
的
組
織
、
芸
術

・
著
作

・
発
明
団
体
、
科
学
、
技
術
、

ス
ポ
ー
ツ
の
諸
団
体
お
よ
び
他
の
公
的

組
織

に
加
盟
す
る
権
利
を
有
す
る
。

国
は
、
大
衆
的
か
つ
公
的
組
織

の
活
動
を
支
援

し
、
こ
れ
ら
の
組
織

の
物
的
基
礎
の
発
展

に
つ
い
て
の
諸
条
件
を
つ
く
り
、
当
該
組
織

の
財

産
を
擁
護
す
る
。

大
衆
的
か
つ
公
的
諸
組
織
は
、

ル
ー

マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国

の
政

治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
生
活
お
よ
び
社
会
主
義
体
制
の
民

主
的
精
神
の
発
現
で
あ
る
公
的
管
理
権
の
行
使

に
、
人
民
大
衆
が
多
数

参
加
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

ル
ー

マ
ニ
ア
共
産
党
は
、
大
衆
的
か
つ

公
的
組
織
を
通
じ
て
、
勤
労
階
級
、
農
民
、
知
織
階
級
な
ら
び
に
他
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
勤
労
人
民
と
の
組
織
的
連
関
を
つ
く
り
あ
げ
、

社
会
主
義
建
設

の
完
成
に
む
か

っ
て
の
闘
い
に
彼
等
を
動
員
す
る
。

第

二
十
八
条

ル
ー

マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
の
市
民
は
、
言
論
、
出
版
、

結
社
、
集
会
、
デ

モ
ソ
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
の
自
由
を
保
障
さ
れ
る
。

第

二
十
九
条

言
論
、
出
版
、
結
社
、
集
会
、
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ソ

の
自
由
は
、
社
会
主
義
体
制
な
ら
び
に
勤
労
人
民

の
利
益

に
反
す
る
目

一
五
〇

的
の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

フ
ァ
ヅ
シ
ス
ト
的
ま
た
は
反
民
主
的
性
格
の
団
体
は
禁
止
さ
れ
る
。

フ
ァ
ヅ
シ
ス
ト
的
ま
た
は
反
民
主
的
性
格
を
有
す
る
団
体
お
よ
び
宣
伝

に
参
加
す
る
こ
と
は
、
法
律
に
ょ
り
処
罰
さ
れ
る
。

第
三
十
条

良
心
の
自
由
は
、

ル
ー

マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
の
す
べ
て

の
市
民
に
保
障
さ
れ
る
。

何
人
も
宗
教
的
信
仰

に
加
わ
り
若
し
く
は
加
わ
ら
ぬ
自

由

を

有

す

る
。
宗
教
的
儀
式
を
行
な
う
自
由
は
保
障
さ
れ
る
。
宗
派
は
自
由
に
組

織

さ
れ
、
か

つ
、
活
動
す
る
。
宗
派
の
組
織
な
ら
び
に
活
動
方
法
は
、

法
律
に
よ
り
こ
れ
を
定

め
る
o

学
校
は
教
会
か
ら
分
離
さ
れ
る
。
い
か
な
る
宗
派
、
修
道
会
ま
た
は

宗
教
団
体
も
、教
育
施
設
を
開
設
し
、
ま
た
は
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
但
し
、
聖
職
者
養
成
の
た
め
の
特
殊
学
校
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
十

一
条

ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
の
市
民
は
、
人
身
の
不
可

侵
を
保
障
さ
れ
る
。

・

何
人
も
、
法
律
が
定
め
、
か

つ
、
法
律
に
よ

っ
て
罰
せ
ら
れ
る
行
為

を
犯
し
た
こ
と
の
充
分
な
証
拠
が
な
け
れ
ば
、
拘
禁
も
し
く
は
逮
捕
さ

れ
な
い
。
捜
査
機
関
は
、
二
十
四
時
間
を
最
大
限
度
と
し
て
、
勾
留
を

命
ず
る
こ
と
が

で
き
る
。
何
人
も
裁
判
所
ま
た
は
検
察
官
の
発
す
る
逮

捕

状
に
基
づ
か
な
い
限
り
、
逮
捕

さ
れ
な
い
。

弁
護
権
は
、
訴
訟
の
全
段
階
を
通
じ
て
保
障
さ
れ
る
。

第
三
十
二
条

住
居
は
不
可
侵

で
あ
る
。
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何
人
も
、
個
人

の
住
居

に
そ
の
同
意
な
く
し
て
は
入
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
但
し
、
法
律
が
特

に
定

め
る
場
合
と
条
件
に
お
い
て
は
、
こ
の

限
り
で
は
な
い
。

第
三
十
三
条

通
信
な
ら
び
に
電
話
に
よ
る
会
話
の
秘
密
は

保

障

さ

れ

る
。

第
三
十
四
条

請
願
権
は
保
障
さ
れ
る
。
国
家
機
関
は
、
個
人
的
ま
た
は

公
的
な
権
利
お
よ
び
利
害

に
関
し
、
市
民
の
請
願
を
解
決
す
る
義
務
を

負
う
。

第
三
十
五
条

国
家
機
関

の
不
法
行
為
に
よ
り
自
己
の
権
利
を
侵
害
さ
れ

た
者
は
、
責
任
あ
る
機
関
に
、
法
律
の
定
め
る
条
件
で
、
当
該
不
法
行

為
を
無
効
と
し
、
か

つ
、
損
害

の
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
六
条

個
人
財
産
に
対
す
る
権
利
は
、
法
律
に
よ

っ
て
保
護
さ
れ

る
。個
人
財
産
権
の
対
象
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
、
労
働

に
由
来

す

る
収
入
お
よ
び
貯
金
、
住
居
、
付
属
建
築
物
な
ら
び
に
そ
の
敷
地
お

よ
び
個
人
的
な
利
用
と
慰
安

に
役
立
つ
物
品
で
あ

る
。

第
三
十
七
条

相
続
権
は
、
法
律
に
よ

っ
て
保
護
さ
れ
る
。

第
三
十
八
条

ル
ー

マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
は
、
勤
労
人
民
の
利
益
擁

護

の
活
動
、
民
族
解
放
闘
争
若
し
く
は
平
和
擁
護
闘
争

へ
の
参
加
の
た

め
に
、
迫
害
を
受
け
た
外
国
の
市
民
に
対
し
て
、
亡
命
の
権
利
を
与
え

る
。

第
三
十
九
条

ル
ー

マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国

の
す
べ
て
の
市
民
は
、
憲

ル
ー

マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和

国
憲
法

法
お
よ
び
法
律
を
尊
重
し
、
社
会
主
義
財
産
を
擁
護
し
、
社
会
主
義
的

体
制

の
強
化
と
発
展
に
貢
献
す
る
義
務
を
負
う
。

第
四
十
条

ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
の
国
防
軍
の

一
員
と
し
て
の

軍
事
的
勤
務
は
、
義
務
的

で
あ
り
、
か
つ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共

和
国
市
民

の
名
誉
あ
る
義
務
で
あ
る
。

第
四
十

一
条

祖
国
防
衛
は
、

ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
各
市
民
の

神
聖
な
義
務
で
あ
る
。
軍
事
的
宣
誓
違
反
、
祖
国
に
対
す
る
反
逆
、
敵

側

へ
の
ね
が
え
り
、
国
の
防
衛
力

に
対
す
る
加
害
は
、
人
民
に
対
す
る

最
大
の
犯
罪
で
あ
り
、
極
刑
を
も

っ
て
、
法
律
に
よ
り
処
罰
せ
ら
れ
る
。

第
三
章

国
家
権
力

の
最
高
機
関

大

国

民

議

会

第
四
十
二
条

国
家
権
力
の
最
高
機
関
で
あ
る
大
国
民
議
会
は
、
ル
ー
マ

ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
の
唯

一
の
立
法
機
関
で
あ
る
。

第
四
十
三
条

大
国
民
議
会

の
主
要
な
権
限
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ω

ル
ー

マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
の
憲
法
を
採
択
し
、
こ
れ
を
改
正

す
る
。

②

選
挙
制
度
を
定

め
る
。

③

国
民
経
済
の
国
家
計
画
、
国
家
予
算
な
ら
び
に
予
算
執
行
に
関
す

る
総
括
的
最
終
報
告
書
を
採
択
す
る
。

ω

閣
僚
会
議
、
各
省
な
ら
び
に
他
の
中
央
国
家
行
政
機
関
を
組
織
す

る
。

一
五

一
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㈲

裁
判
所
お
よ
び
検
察
庁
の
組
織
を
定
め
る
。

⑥

人
民
会
議
の
組
織
お
よ
び
職
能
に
つ
い
て
の
規
準
を
定
め
る
。

①

領
土
の
行
政
区
画
を
定
め
る
。

⑧

恩
赦
を
許
与
す
る
。

⑨

法
律
の
修
正
を
要
す
る
国
家
条
約
を
批
准
し
、
か
つ
、
廃
棄
す
る
。

⑳

国
家
評
議
会
を
選
出
し
、
か

つ
、
罷
免
す
る
。

ω

閣
僚
会
議
を
選
出
し
、
か
つ
、
罷
免
す
る
。

働

最
高
裁
判
所
な
ら
び
に
検
事
総
長
を
選
出
し
、
か
つ
、
罷
免
す
る
。

㈲

憲
法
の
適
用
に
つ
い
て
総
括
的
監
督
を
行
な
う
。
大
国
民
議
会

の

み
が
、
法
律
の
合
憲
性
に
つ
い
て
決
定
す
る
。

⑯

国
家
評
議
会

の
活
動
を
監
督
す
る
。

⑯

閣
僚
会
議
、
各
省
お
よ
び
そ

の
他

の
中
央
国
家
行
政
機
関

の
活
動

を
監
督
す
る
。

㈹

最
高
裁
判
所
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
を
聴
取
し
、
か
つ
、
そ
の
指

示
的
性
格
を
有
す
る
決
定
を
監
督
す
る
。

㈲

検
察
庁
の
活
動
を
監
督
す
る
。

⑬

人
民
会
議
の
活
動
に
つ
い
て
全
般
的
監
督
を
行
な
う
。

⑬

外
交
政
策

の

一
般
方
針
を
確
立
す
る
。

㈲

国
土
防
衛
、
公
共
の
秩
序
ま
た
は
国
家
の
安
全
の
た
め
に
、
地
域

的

に
、
あ
る
い
は
全
国
的
に
、
非
常
事
態

の
宴
言
を
行
な
う
。

⑳

部
分
的
ま
た
は
全
般
的
動
員
を
命
令
す
る
。

伽

戦
争
状
態
を
宣
言
す
る
。
戦
争
状
態
は
、

ル
ー
マ
昌
ア
社
会
主
義

一
五
二

共
和
国
に
対
す
る
武
力
侵
略
の
場
合
、
ま
た
は
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主

義
共
和
国
が
国
際
条
約
か
ら
生
ず

る
相
互
防
衛
義
務
を
負

っ
て
い
る

他
国
に
対
す
る
武
力
侵
略
が
あ

っ
て
、
戦
争
状
態
宣
言
の
義
務
が
規

定

せ
ら
れ
て
い
る
状
態
が
発
生
し
た
場
合
に
の
み
、
宣
言
さ
れ
る
こ

と
が
で
き
る
。

㈱
　

国
軍
の
最
高
指
令
官
を
任
命
す
る
。

第
四
十
四
条

大
国
民
議
会

の
代
議
員
は
、
同

一
数

の
住
民
を
有
す
る
選

挙
区
に
お
い
て
選
出
さ
れ
る
。
選
挙
区
は
、
国
家
評
議
会

の
命
令
に
よ

り
設
定
さ
れ
る
。

各
選
挙
区
毎
に

一
名

の
代
議
員
が
選
出
さ
れ
る
。

大
国
民
議
会
は
四
百
六
十
五
名
の
代
議
員
か
ら
成
る
。

第
四
十
五
条

大
国
民
議
会
は
、
前
大
国
民
議
会

の
任
期
の
満
了
し
た
と

き
か
ら
起
算
さ
れ
る
四
年

の
任
期
で
選
出
さ
れ
る
。

大
国
民
議
会

の
任
期
は
、
選
出
さ
れ
た
期
聞
の
終
了
前
に
終

る
こ
と

は
な

い
。

大
国
民
議
会
は
、
選
挙

の
施
行
を
不
可
能
に
す
る
情
勢
が
あ
る
と
判

断
し
た
場
合
に
は
、
そ

の
情
勢
が
存
続
す
る
限
り
、
任
期
の
延
長
を
決

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
十
六
条

大
国
民
議
会

の
選
挙
は
、
各
立
法
期
の
最
終
月
の

一
非
労

働

日
に
行
な
わ
れ
る
。
選
挙

の
期

日
は
、
少
な
く
と
も
、
六
十
日
前
に

決
定
さ
れ
る
。

新

た
に
選
出
さ
れ
た
大
国
民
議
会
は
、
前
大
国
民
議
会

の
任
期
満
了



動

に
続
く
三
ヵ
月
の
間
に
召
集
さ
れ
る
。

第
四
十
七
条

大
国
民
議
会
は
、
各
代
議
員
の
選
挙

の
合
法
性
を
確
証
し
、

当
該
代
議
員

の
選
挙
の
有
効
ま
た
は
無
効
に

つ
い
て
決
定
す
る
。

選
挙
が
無
効
の
場
合
、
代
議
員
の
権
利
と
義
務

は
無
効
の
と
き
か
ら

消
滅
す
る
。

第
四
十
八
条

大
国
民
議
会
は
、
そ
の
運
営
規
則
を
採
択
す
る
。

第
四
十
九
条

大
国
民
議
会
は
、
国
家
予
算
中
に
含
ま
れ
て
い
る
大
国
民

議
会

の
年
間
予
算
を
確
定
す
る
。

第
五
十
条

大
国
民
議
会
は
、
そ
の
立
法
期

(
代
議
員
の
任
期
)
を
任
期

と
し
て
、
大
国
民
議
会
議
長
お
よ
び
四
名

の
副
議
長
か
ら
な
る
理
事
部

を
選
出
す
る
。

第
五
十

一
条

大
国
民
議
会
議
長
は
、
大
国
民
議
会

の
会
期
の
議
事
を
運

営
す
る
。

大
国
民
議
会
議
長
は
、
そ
の
権
能

の
い
く

つ
か
を
遂
行
す
る
た
め
に
、

四
人
の
副
議
長
の
中
か
ら

一
名
を
指
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
一
一条

大
国
民
議
会
は
、
代
議
員
か
ら
成
る
常
任
委
員
会
を
選
出

す
る
。
常
任
委
員
会

は
、
そ
の
所
管
に
従

っ
て
、
大
国
民
議
会
議
長
に
よ
っ

て
検
討

の
た
め
に
送
付
さ
れ
た
法
案
ま
た
は
案
件
に
つ
い
て
、
報
告
も

し
く
は
意
見
書
を
作
成
す
る
。

国
家
評
議
会

の
要
請
に
従
い
、
常
任
委
員
会
は
、
法
律

の
効
力
を
も

っ
布
告

の
原
案

に
つ
い
て
意
見
書
を
作
成
す
る
。

ル
ー

マ

昌
ア
社
会
主
義
共
和

国
憲
法

各
常
任
委
員
会

は
、
そ
の
所
管
内

で
、
定
期
的
に
又
は
問
題
に
従

っ

て
、
国
家
行
政
の
い
ず
れ
か
の
機
関
、
検
察
庁
お
よ
び
最
高
裁
判
所
の

そ
れ
ぞ
れ
の
長
に
よ
っ
て
当
該
機
関
の
活
動
に
つ
い
て
提
出
さ
れ
た
情

報
を
聴
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
常
任
委
員
会
は
、
大
国
民
議
会
に
対

し
、
調
査
結
果
を
提
出
し
な
ら
び
に
提
案
を
行
な
う
。

大
国
民
議
会
は
、
な
ん
ら
か
の
問
題
も
し
く
は
あ
る
活
動
分
野
に
つ

い
て
特
別
委
員
会
を
選
出
し
、
当
該
委
員
会

の
各

々
に
つ
い
て
権
限
と

活
動
方
法
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
ぺ
て
の
国
家
機
関
な
ら
び
に
公
務
員
は
、
大
国
民
議
会
の
委
員
会
の

要
求
に
応
じ
て
、
必
要
な
情
報
お
よ
び
文
書
を
提
出
す
る
義
務
を
負
う
。

第
五
十
三
条

法
律
の
合
憲
性

の
監
督
権
の
行
使
に
あ
た
り
、
大
国
民
議

会
は
、
そ
の
立
法
期

(代
議
員

の
任
期
)
を
任
期
と
し
て
、
憲
法
委
員

会
を
選
出
す
る
。

議
員

で
な
い
専
門
家
が
憲
法
委
員
会

に
選

出

さ

れ

る
こ
と
が
で
き

る
。
但
し
、
そ
の
数
は
同
委
員
会

の
総
委
員
数
の
三
分
の

一
を
超
え
て

は
な
ら
な
い
。

憲
法
委
員
会

は
、
そ
れ
自
体

の
発
意
も
し
く
は
大
国
民
議
会
の
規
則

に
定

め
る
機
関
の
通
告
に
よ

っ
て
、
大
国
民
議
会
に
報
告
お
よ
び
意
見

書
を
提
出
す
る
。

第
五
十
四
条

大
国
民
議
会
は
、
会
期
に
お
い
て
活
動
す
る
。

大
国
民
議
会
の
通
常
…会
期
は
、
年

に
二
回
召
集
さ
れ
る
。

必
要
あ
る
と
き
は
い
つ
で
も
、
大
国
民
議
会
は
、
国
家
評
議
会
若
し

一
五
三
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奈

川

法

学

く
は
代
議
員
総
数

の
少
な
く
と
も
三
分
の

一
の
発
議

に
よ
り
、
特
別
会

期
に
お
い
て
召
集
さ
れ
る
。

第
五
十
五
条

大
国
民
議
会
は
、
少
な
く
と
も
総
代
議
員

の
過
半
数
が
出

席
し
た
場
合
に
の
み
、
活
動
す
る
。

第

五
十
六
条

大
国
民
議
会
は
、
法
律
な
ら
び

に
決
定
を
採
択
す
る
。

法
律
な
ら
び
に
決
定
は
、
大
国
民
議
会

の
代
議
員
の
多
数
決

に
よ
り

採
択
さ
れ
る

憲
法
は
、
大
国
民
議
会
の
総
代
議
員

の
少
な
く
と
も
三
分
の
二
の
多

数
に
よ
り
採
択
さ
れ
、
か
つ
、
改
正
さ
れ
る
。

大
国
民
議
会

の
法
律
な
ら
び
に
決
定
は
、
会
議
の
主
宰
者
た
る
大
国

民
議
会
議
長
若
し
く
は
副
議
長

に
よ

っ
て
署
名
さ
れ
る
。

第
五
十
七
条

法
律
は
、
大
国
民
議
会
が
採
択
し
た
後
、
国
家
評
議
会
議

長
の
署
名
を
経
て
、
十

日
以
内

に
ル
ー

マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国

の
官

報
に
お
い
て
公
布
さ
れ
る
。

第
五
十
八
条

大
国
民
議
会

の
各
代
議
員

は
、
閣
僚
会
議
ま
た
は
そ
の
い

ず
れ
か
の
構
成
員

に
対
し
、質
疑
お
よ
び
質
問
を
す

る
権
利
を
有
す
る
。

大
国
民
議
会
が
行
使
す
る
監
督
権

の
範
囲
内
に
お
い
て
、代
議
員
は
、

最
高
裁
判
所
長
官
お
よ
び
検
事
総
長

に
対
し
質
疑
お
よ
び
質
問
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

質
疑
若
く
は
質
問
を
受
け
た
者
は
、
三
日
以
内
に
、
か
つ
、
い
か
な

る
場
合
に
お
い
て
も
同

一
会
期
中

に
、

口
頭
ま
た
は
文
書
で
回
答
を
与

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
五

四

第
五
十
九
条

代
議
員
は
、
大
国
民
議
会
の
討
議
ま
た
は
質
問
の
準
備
と

し
て
、
大
国
民
議
会
理
事
部
に
申
込
み
、
い
か
な
る
国
家
機
関
か
ら
も

必
要
と
す
る
情
報
を
求
め
る
権
利
を
有
す
る
。

第
六
十
条

す
べ
て
の
代
議
員
は
、
自
己
な
ら
び
に
大
国
民
議
会
の
活
動

に
つ
い
て
、
選
挙
民

に
定
期
的

に
報
告
を
行
な
う
義
務
を
負
う
。

第
六
十

一
条

大
国
民
議
会
の
代
議
員
は
、
会
期
中
は
大
国
民
議
会
の
、

会
期
か
ら
会
期

に
至
る
期
間
に
お
い
て
は
国
家
評
議
会
の
、
事
前
の
同

意
が
な
け
れ
ば
、
勾
留
さ
れ
《
逮
捕
さ
れ
若
し
く
は
訴
追
さ
れ
な
い
。

現
行
犯
の
場
合

に
の
み
、
こ
の
同
意
な
く
し
て
勾
留
さ
れ
る
こ
と
が

で
き
る
。国

家

評

議

会

第
六
十
二
条

ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国

の
国
家
評
議
会
は
、
恒
常

的
活
動
を
行
な
う
国
家
権
力
の
最
高
機
関
で
あ
り
、
大
国
民
議
会

に
従

属
す
る
。

第
六
十
三
条

国
家
評
議
会
の
主
要
な
権
限
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

ω

大
国
民
議
会
お
よ
び
人
民
会
議
の
選
挙
期
日
を
確
定
す
る
。

②

閣
僚
会
議
に
属
さ
な
い
国
家
行
政
の
中
央
機
関
の
長

を

任

免

す

る
。

③

軍

の
階
級
を
定
め
る
、
陸
海
軍

の
将
官
お
よ
び
元
帥

の
階
位
を
授

与
す
る
。

ω

勲
章
お
よ
び
名
誉
称
号
を
設
け
、
こ
れ
を
授
与
す
る
。
外
国
が
付
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与
す
る
勲
章
の
侃
用
を
許
可
す
る
。

⑤

赦
免
を
与
え
る
。

⑥

国
籍
を
付
与
し
、
国
籍

の
放
棄
を
認
め
、
か
つ
、

ル
ー

マ
ニ
ア
人

と
し
て
の
国
籍
を
取
消
す
。

ω

亡
命
権
を
付
与
す
る
。

⑧

国
際
条
約
を
批
准
し
、
か
つ
、
破
棄
す
る
。
但
し
、
批
准
な
ら
び

に
破
棄
が
大
国
民
議
会

の
権
限
内

に
存
す
る
も

の
を
除
く
。

⑨

外
交
使
節
の
階
位
を
設
け
、

ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
の
外

交
代
表
を
任
免
す
る
。

⑳

他
国
の
外
交
代
表

の
信
任
状
な
ら
び
に
召
還
状
を
受
理
す
る
。

⑳

国
際
関
係
に
お
い
て
、
国
家
評
議
会
は
、
そ
の
議
長
を
通
じ
て
ル

ー

マ
ニ
ァ
社
会
主
義
共
和
国
を
代
表
す
る
。

第
六
十
四
条

大
国
民
議
会

の
会
期
か
ら
会
期
に
至
る
期
間
に
お
い
て
、

国
家
評
議
会
が
行
使
す
る
主
要
な
権
限
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

ω

大
国
民
議
会

の
会
期
を
召
集
す
る
。

②

法
律
の
効
力
を
も

つ
規
則
を
定
め
る
。
但
し
、
憲
法
を
変
更
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。法
律
の
効
力
を
も
つ
規
則
は
、
法
律
の
採
択

に
つ

い
て
の
手
続
に
従

っ
て
、
最
初
の
会
期
に
お
い
て
大
国
民
議
会
の
討

議

に
付
す
る
た
め
に
、
日
程
に
く
み
こ
ま
れ
る
。
国
民
経
済

の
国
家
計

画
、
国
家
予
算
は
、
予
算
執
行
の
総
括
的
最
終
報
告
書
と
と
も

に
、
大

国
罠
議
会
が
特
別

の
事
情

の
た
め
に
会
議
を
開
く
こ
と
が

で
き
な
い

場
合

に
は
、
国
家
評
議
会
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ル
ー

マ

ニ
ア
祉
会

主
義
共
和
国
憲
法

③

特
別
の
事
情
に
よ
り
大
国
民
議
会
が
会
議
を
開
く

こ
と
が
で
き
な

い
場
合
に
は
、
閣
僚
会
議
、
(
全
体
と
し
て
の
)
最
高
裁
判
所
お
よ
び

検
事
総
長
を
任
免
す
る
。

ω

閣
僚
会
議
議
長

の
提
案

に
基
づ
い
て
、
閣
僚
会
議

の
構
成
員
を
任

免
す
る
。

⑤

最
高
裁
判
所

の
長
官
な
ら
び
に
そ
の
他
の
裁
判
官
を
任
免
す
る
。

⑥

現
行
法
に
対
し
、

一
般
的
、
か
つ
、
強
制
的
解
釈
を
与
え
る
。

⑦

恩
赦
を
許
与
す
る
。

⑧

大
国
民
議
会
の
法
律
な
ら
び
に
決
定
の
適
用
、
閣
僚
会
議
、
各
省

お
よ
び
国
家
行
政

の
他
の
中
央
機
関

の
活
動
を
、
検
察
庁
の
活
動
と

と
も
に
監
督
す
る
。
最
高
裁
判
所

の
報
告
を
聴
取
し
、
か
つ
、
そ
の

指
示
的
性
格
を
有
す
る
決
定
を
監
督
す
る
。
人
民
会
議
の
決
定
を
監

督
す
る
。

⑨

ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
を
防
衛
し
、
公
共
の
秩
序
ま
た
は

国
家
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
非
常
の
場
合
に
お
い
て
は
、
地

域
的
に
、
あ
る
い
は
全
国
的
に
、
非
常
事
態
を
宣
言
す
る
。

⑳

非
常
の
場
合
に
お
い
て
、
部
分
的
若
し
く
は
全
般
的
動
員
を
命
令

す
る
。

鋤

非
常
の
場
合
に
お
い
て
、
戦
争
状
態
を
宣
言
す
る
。
戦
争
状
態
は
、

ル
ー
マ
ニ
ア
祉
会
主
義
共
和
国
に
対
す
る
武
力
侵
略
の
場
合
、
ま
た

は
ル
ー

マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
が
国
際
条
約
か
ら
生
ず
る
相
互
防

衛
義
務
を
負

っ
て
い
る
他
国
に
対
す
る
武
力
侵
略
が
あ

っ
て
、
戦
争

一
五
五



神

奈

川

法

学

状
態
宣
言

の
義
務
が
規
定
せ
ら
れ
て
い
る
状
態
が
発
生
し
た
場
合
に

の
み
、
宣
言
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑯

国
軍

の
最
高
指
令
官
を
任
免
す
る
。

第
六
十
五
条

国
家
評
議
会
は
、
大
国
民
議
会
に
よ
り
、
そ
の
最
初
の
会

期
に
お
い
て
、
当
該
立
法
期

(
代
議
員

の
任
期
)
を
任
期
と
し
て
、
代

議
員
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
る
。
国
家
評
議
会
は
、
次
立
法
期
に
お
け
る

新

た
な
国
家
評
議
会

の
選
出
ま
で
活
動
す
る

第
六
十
六
条

国
家
評
議
会
は
、
国
家
評
議
会
議
長
、
三
名
の
副
議
長
お

よ
び
十
五
名

の
構
成
員
か
ら
成
る
。

国
家
評
議
会
は
、
そ
の
構
成
員

の
中
か
ら
、
書
記

一
名
を
選
出
す
る
。

第
六
十
七
条

国
家
評
議
会
は
、
集
団
指
導
主
義

の
原
則
に
従

っ
て
、
そ

の
活
動
を
行
な
う
。

第
六
十
八
条

国
家
評
議
会
は
、
布
告
を
発
し
、
決
定
を
採
択
す
る
。
布

告
な
ら
び
に
決
定
は
、
国
家
評
議
会
議
長
に
ょ
り
署
名
さ
れ
る
。
法
律

の
効
力
を
有
す
る
布
告
は
、

ル
ー

マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
の
官
報
に

お
い
て
公
布
さ
れ
る
。

第
六
十
九
条

国
家
評
議
会
は
、
大
国
民
議
会
の
法
律
な
ら
び
に
決
定
の

国
家
活
動
に
お
け
る
遵
守
と
執
行
に
つ
い
て
、
大
国
民
議
会
に
報
告
す

る
と
と
も
に
、
そ

の
権
能

の
行
使
に
つ
い
て
も
報
告
す
る
。

全
体
と
し
て
の
国
家
評
議
会
な
ら
び
に
そ
の
各
構
成
員
は
、
国
家
評

議
会

の
全
活
動

に
つ
い
て
、
大
国
民
議
会

に
対
し
責
任
を
負
う
。

一
五
六

第
四
章

国
家
行
政
の
中
央
機
関

第
七
十
条

閣
僚
会
議
は
、
国
家
行
政

の
最
高
機
関
で
あ
る
。

閣
僚
会
議
は
、
国
土
の
全
域
に
わ
た

っ
て
、
執
行
活
動
の
全
般
的
指

導
を
行
な
い
、
次
の
よ
う
な
主
た
る
権
能
を
有
す
る
。

ω

国

の
内
外
政
策
遂
行
の
た
め
の

一
般
的
措
置
を
講
ず
る
。

②

法
律
の
執
行
を
組
織
化
し
、

こ
れ
を
確
保
す
る
。

㈲

各
省
な
ら
び
に
他
の
中
央
国
家
行
政
機
関
の
活
動
を
指
導
し
、
調

整
し
、
監
督
す
る
。

④

公
の
秩
序
を
維
持
し
、
国

の
利
益
を
保
護
し
、
市
民
の
諸
権
利
を

擁
護
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
。

⑤

国
家
計
画

の
草
案
お
よ
び
国
家
予
算
案
を
作
成
し
、
予
算
執
行
の

総
括
的
最
終
報
告
書
を
作
成
す
る
。

⑥

国
家
計
画
お
よ
び
国
家
予
算

の
実
現
の
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
。

ω

国
家
的
利
益
に
か
か
わ
る
企
業
、
経
済
組
織
お
よ
び
国
立
の
施
設

を
設
置
す
る
。

⑧

兵
役

に
召
集
さ
れ
る
市
民
の
年
次
の
定
員
を
定
め
る
。
国
軍
の

一

般
的
組
織
に

つ
い
て
の
措
置
を
講
ず

る
。

⑨

他
国
と
の
関
係
の
領
域
に
お
い
て
、

一
般
的
指
導
を
行
な
い
、
国

際
的
な
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
措
置
を
講
ず
る
。

⑳

法
律
に
違
反
す
る
県
人
民
会
議
の
決
定
を
停
止
す
る
。

～

⑪

す
ぺ
て
の
人
民
会
議

の
執
行
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
指
導
し
、

指
揮
し
、

一
般
的
監
督
を
行
な
う
。



し

第
七
十

一
条

閣
僚
会
議
は
、
そ
の
最
初

の
会
期
に
お
い
て
、
当
該
立
法

期

(
代
議
員
の
任
期
)
を
任
期
と
し
て
、
大
国
民
会
議
に
よ

っ
て
選
出

さ
れ
る
。
閣
僚
会
議
は
、
次
立
法
期
に
お
い
て
、
新
た
に
閣
僚
会
議
が

選
出
さ
れ
る
ま
で
活
動
す
る
。

第
七
十

二
条

閣
僚
会
議
は
、
そ
の
権
能
の
遂
行
に
あ
た

っ
て
、
法
律
に

基
づ
き
、
か
つ
、
法
律

の
適
用
の
た
め
に
決
定
を
採
択
す
る
。

規
範
的
性
格
を
も

つ
決
定
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
の
官

報
に
お
い
て
公
布
さ
れ
る
。

第
七
十
三
条

閣
僚
会
議
は
、
閣
僚
会
議
議
長
、

一
名
若
し
く
は

一
名
以

上

の
者
が
第

一
副
議
長
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
副
議
長
、
大
臣
、
法
律

の
定
め
る
他
の
中
央
国
家
行
政
機
関
の
長
か
ら
成
る
。

閣
僚
会
議
の
議
長
、
第
二

副
議
長
お
よ
び
副
議
長
は
、
閣
僚
会
議
の

常
任
理
事
部
を
構
成
す
る
。

第
七
十
四
条

閣
僚
会
議
は
、
各
省
お
よ
び
他
の
中
央
国
家
行
政
機
関
の

政
治
的
な
ら
び
に
行
政
的
活
動

の
統

一
性
を
確
保
し
、
集
団
指
導
の
原

則
に
従

っ
て
そ
の
活
動
を
行
な
う
。

第
七
十
五
条

全
体
と
し
て
の
閣
僚
会
議
お
よ
び
そ

の
構
成
員
の
す
ぺ
て

の
者
は
、
大
国
民
議
会
に
対
し
て
責
任
を
負

い
、
か

つ
、
会
期
か
ら
会

期
に
至
る
期
間
に
お
い
て
は
国
家
評
議
会
に
対
し
て
責
任
を
負
う
。
閣

僚
会
議

の
す
べ
て
の
構
成
員
は
、
自
己
の
活
動
お
よ
び
閣
僚
会
議

の
全

活
動

に
っ
い
て
責
任
を
負
う
。

第

七
十
六
条

各
省
お
よ
び
他

の
中
央
国
家
行
政
機
関
は
、
そ
の
設
置
目

ル
ー

マ

ニ
ア
社
会

主
義

共
和
国
憲
法

的
で
あ
る
活
動

の
諸
部
門
ま
た
は
諸
分
野
に
お
い
て
、
国
家
政
策
を
実

現
す
る
。

そ
れ
ら
の
機
関
は
、
当
該
機
関
に
従
属
す
る
企
業
、
経
済
的
組
織
お

よ
び
国
立
の
施
設
を
運
営
し
、
指
導
し
、
か
つ
、
監
督
す
る
。

第
七
十
七
条

大
臣
お
よ
び
他
の
中
央
国
家
行
政
機
関

の
長
は
、
法
律
な

ら
び
に
閣
僚
会
議

の
決
定
に
基
づ
き
、
か
つ
、
こ
れ
を
適
用
す
る
た
め

に
、
訓
令
お
よ
び
命
令
な
ら
び
に
法
律
の
定
め
る
そ
の
他
の
決
定
を
発

す
る
。
規
範
的
性
格
を
も

つ
決
定
は
、

ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国

の
官
報
に
お
い
て
公
布
さ
れ
る
。

第
七
十
八
条

大
臣
お
よ
び
中
央
国
家
行
政
機
関

の
他
の
長
は
、
そ
の
指

導
す
る
機
関

の
活
動
に
つ
い
て
、
閣
僚
会
議
に
対
し
て
責
任
を
負
う
。

第
五
章

国
家
権
力
及
び
国
家
行
政
の
地
方
機
関

第
七
十
九
条

人
民
会
議
は
、
県
、
地
区
、
市
、
村

に
お
け
る
地
方
的
国

家
権
力
機
関
で
あ
る
。

人
民
会
議
は
、
選
出
さ
れ
た
地
域
的
行
政
単
位
内
の
経
済
的
、社
会
文

化
的
な
ら
び
に
行
政
的
発
展
、
公
共
の
秩
序
、
社
会
主
義
的
合
法
性
の
維

持
な
ら
び

に
市
民
の
権
利

の
擁
護
を
確
保
し
、
地
方
活
動
を
指
導
す
る
。

人
民
会
議
は
、
地
方
水
準
に
お
け
る
国
家
的
公
共
的
事

案

の
解

決

に
、
市
民
を
参
加
さ
せ
る
よ
う
に
組
織
す
る
。

第
八
十
条

人
民
会
議

の
行
使
す
る
主
要
な
権
限
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ω

地
域

の
予
算
お
よ
び
経
済
計
画
を
採
択

し
、
予
算
執
行
の
最
終
的

一
五
七



神

奈

川

法

学

報
告
書
を
承
認
す
る
。

②

人
民
会
議
の
執
行
委
員
会
を
任
免
す
る
。

③

地
域
的
利
益

に
か
か
わ
る
企
業
、
経
済
的
組
織
お
よ
び
国
立

の
施

設
を
設
立
す
る
。

ω

執
行
委
員
会
、
特
設
国
家
行
政
部
局
、
従
属
的
企
業
、
経
済
組
織

お
よ
び
施
設
の
活
動
を
指
導
し
、
指
示
し
、
監
督
す
る
。

⑤

下
級
の
人
民
会
議

の
決
定
を
監
督
す
る
。

第
八
十

一
条

人
民
会
議
は
、
選
挙
区
に
よ

っ
て
選
出
さ
れ
た
代
議
員
か

ら
な
る
。
各
選
挙
区
毎
に

一
名

の
代
議
員
が
選
出
さ
れ
る
。

人
民
会
議
の
代
議
員
の
選
挙

に
つ
い
て
設
け
ら
れ
た
選
挙
区
は
、
同

数

の
住
民
を
有
す
る
。

人
民
会
議

の
任
期
は
、
四
年
で
あ
る
。
但
し
、
二
年
の
任
期

で
あ
る

村
人
民
会
議
は
こ
の
限
り
で
は
な

い
。
任
期
は
、
前
人
民
会
議

の
任
期

の
終
了
期
日
か
ら
起
算
さ
れ
る
。

新

た
な
選
挙
は
、
人
民
会
議
の
任
期

の
最
終
月
の
間
の

一
非
労
働
日

に
行
な
わ
れ
る
。

第
八
十
二
条

人
民
会
議
は
、
そ
の
職
務
の
遂
行
を
補
佐
す
る
常
任
委
員

会
を
代
議
員

の
中
か
ら
選
出
す
る
。

第
八
十
三
条

人
民
会
議
は
、
会
期
に
お
い
て
活
動
す

る
。
会
期
の
召
集

は
、
人
民
会
議
執
行
委
員
会

に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
る
。

特
別
会

は
、
執
行
委
員
会

の
発
議
若
し
く
は
総
代
議
員

の
少
な
く
と

も
三
分

の

一
の
要
求
に

よ
り
、
召
集
さ
れ
る
。

一
五
八

第
八
十
四
条

人
民
会
議
は
、
少
な
く
と
も
総
代
議
員
の
過
半
数
の
出
席

を
も

っ
て
活
動
す
る
。

第

八
十
五
条

各
代
議
員
は
、
自
己
の
活
動
お
よ
び
自
己
の
属
す
る
人
民

会
議
の
活
動

に
つ
い
て
、
選
挙
民
に
定
期
的
に
報
告
す
る
義
務
を
負
う
。

第
八
十
六
条

人
民
会
議
は
、
決
定
を
採
択
す
る
。

決
定
は
、
人
民
会
議
代
議
員

の
多
数
決
を
も

つ
て
、
採
択
さ
れ
る
。

規
範
的
性
格
を
も

つ
決
定
は
、
法
律
の
定
め
る
形
式
で
市
民
に
伝
え

ら
れ
る
。

第
八
十
七
条

人
民
会
議
執
行
委
員
会
は
、
人
民
会
議
が
選
出
さ
れ
て
い

る
地
域
的
行
政
単
位

に
お
い
て

一
般
的
権
能
を
有
す
る
地
方
国
家
行
政

機
関
で
あ
る
。

第
八
十
八
条

人
民
会
議
執
行
委
員
会

の
、
主
要
な
権
限
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

ω

法
律
、
布
告
お
よ
び
閣
僚
会
議
の
決
定
な
ら
び
に
上
級
機
関
の
他

の
決
定
を
執
行
す
る
。

②

当
該
人
民
会
議

の
決
定
を
適
用
す
る
。

③

地
域

の
予
算
お
よ
び
経
済
計
画
の
原
案
を
作
成
し
、
予
算
執
行
の

最
終
報
告
書
を
作
成
す
る
。

ω

地
域

の
予
算
お
よ
び
経
済
計
画
を
実
行
す
る
。

⑤

特
設
国
家
行
政
部
局
お
よ
び
從
属
的
企
業
、
経
済
組
織
な
ら
び
に

施
設
の
活
動
を
指
導
し
、
指
示
し
、
監
督
す
る
。

⑥

当
該
人
民
会
議
よ
り
下
級

の
人
民
会
議
の
活
動
を
、
指
導
し
、
指



/

」

示
し
、
監
督
す
る
。

ω

当
該
人
民
会
議
に
従
属
す
る
人
民
会
議

の
決
定
が
、
法
律
に
違
反

す

る
場
合
、

こ
れ
を
停
止
す
る
。

第
八
十
九
条

執
行
委
員
会

の
構
成
員
は
、
人
民
会
議

の
任
期
と
同

一
の

任
期
を
も

っ
て
、
選
挙
に
ひ
き

つ
づ
く
最
初

の
会
期
に
お
い
げ、
、
代
議

員

の
中
か
ら
、
人
民
会
議

に
よ

っ
て
選
出
さ
れ
る
。

人
民
会
議

の
任
期
満
了
後
、
執
行
委
員
会
は
、
新

た
な
執
行
委
員
が

選
出
さ
れ
る
ま
で
、
ひ
き

つ
づ
き
そ
の
職
務
を
行

な
う
。

第
九
十
条

人
民
会
議
の
執
行
委
員
会
は
、
議
長
、
副
議
長
お
よ
び
法
律

の
定
め
る

一
定
数

の
構
成
員
よ
り
成
る
。

執
行
委
員
会
は
、
集
団
指
導

の
原
則
に
基
づ
き
、
そ

の
活
動
を
行
な

う
o

第
九
十

一
条

人
民
会
議
執
行
委
員
会
は
、
そ
の
権
能
を
行
使
す
る
に
あ

た

っ
て
、
法
律

に
基
づ
き
、
法
律
を
執
行
す
る
た
め
、
決
定
を
発
す
る
。

規
範
的
性
格
を
有
す
る
決
定
は
、
法
律

の
定
め
る
形
式

で
市
民
に
伝

え
ら
れ
る
。

第
九
十
二
条

執
行
委
員
会

は
、
当
該
人
民
会
議
に
対
し
、
そ
の
活
動
に

つ
い
て
責
任
を
負
う
。

執
行
委
員
会
は
、
ま
た
、
上
級
人
民
会
議
執
行
委
員
会
に
対
し
て
責

任
を
負
う
。
県
人
民
会
議
は
、
閣
僚
会
議

に
対
し
て
責
任
を
負
う
。

第
九
十
三
条

県
、
地
区
お
よ
び
市

の
人
民
会
議
は
、
そ
の
執
行
委
員
会

に
付
属
さ
せ
て
特
設
国
家
行
政
部
局
を
組
織
す
る
。

ル
ー

マ

ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
憲
法

第
六
章

裁
判
所

第
九
十
四
条

ル
ー

マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
に
お
い
て
は
、
法
律
は
、

一最
高
裁
判
所
、
県
裁
判
所
、
人
民
裁
判
所
お
よ
び
法
律
に
従

っ
て
設
置

さ
れ
る
軍
事
裁
判
所

に
よ

っ
て
執
行

さ
れ
る
。

第
九
十
五
条

裁
判
所
は
、
司
法
活
動
に
よ
り
、
社
会
主
義
体
制
お
よ
び

個
人

の
権
利
を
擁
護
し
、
市
民

に
遵
法
の
精
神
を
教
育
す
る
。

刑
罰
的
制
裁

の
適
用
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
は
、
違
反
者
を
改
造
し
、

再
教
育
し
、
新

た
な
違
反
行
為
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
と
す

る
。

第
九
十
六
条

裁
判
所
は
、
そ
の
管
轄
権
に
属
す
る
民
事
、
刑
事
な
ら
び

に
そ
の
他
の
事
件
を
審
理
す
る
。

法
律

の
定

め
る
場
合
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
司
法
的
活
動
を
行
な

う
行
政
機
関
若
し
く
は
公
共
機
関

の
決
定
に
つ
い
て
監
督
権
を
行
使
す

る
。裁
判
所
は
、
行
政
行
為

に
よ

っ
て
権
利
を
侵
害

さ
れ
た
人
々
の
請
求

を
審
理

し
、
か

つ
、
法
律
が
定
め
る
条
件
に
お
い
て
、
当
該
行
為

の
合

法
性
に
つ
い
て
そ
の
見
解
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
十
七
条

最
高
裁
判
所
は
、
全
裁
判
所
の
司
法
活
動
に
つ
い
て
、

一

般
的
監
督
権
を
行
使
す
る
。
本
監
督
権
行
使
の
方
法
は
、
法
律

に
ょ
り
、

こ
れ
を
定
め
る
。

司
法
活
動
に
お
い
て
、
法
律
を
統

一
的
に
適
用
す
る
た
め
に
、
最
高

裁
判
所

は
、そ
の
全
体
会
議
で
指
示
の
性
格
を
有
す
る
決
定
を
発
す
る
。

一
五
九
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法

学

第
九
十
八
条

最
高
裁
判
所
は
、
大
国
民
議
会
に
よ
り
、
そ
の
最
初

の
会

期
に
お
い
て
、
当
該
立
法
期

(
代
議
員

の
任
期
)
を
任
期
と
し
て
、
選

出
さ
れ
る
。

最
高
裁
判
所
は
、
次
立
法
期
に
お
い
て
新
た
な
最
高
裁
判
所
が
選
出

さ
れ
る
ま
で
、
活
動
す
る
。

第
九
十
九
条

最
高
裁
判
所
は
、
そ
の
活
動
に
つ
い
て
、
大
国
民
議
会
に

対
し
、
か
つ
、
大
国
民
議
会

の
会
期
か
ら
会
期
に
至
る
間
に
お
い
て
は
、

国
家
評
議
会
に
対
し
て
、
責
任
を
負
う
。

第
百
条

裁
判
所
の
組
織
、
管
轄
権
な
ら
び
に
訴
訟
手
続
は
、
法
律
に
よ

り
、
こ
れ
を
定
め
る
。

入
民
裁
判
所
、
県
裁
判
所
お
よ
び
軍
事
裁
判
所

に
お
け
る
第

一
審

の

訴
訟
は
、
法
律

に
別
段
の
定

め
の
な
い
限
り
、
人
民
参
審
員

の
参
加
を

得
て
審
理

さ
れ
る
。

第
百

一
条

裁
判
官
お
よ
び
人
民
参
審
員
は
、
法
律

の
定
め
る
手
続
に
従

っ
て
選
出
さ
れ
る
。

第
百
二
条

ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
に
お
い
て
は
、
訴
訟
手
続
は

ル
ー

マ
ニ
ア
語

で
行
な
い
、

ル
ー
マ
ニ
ア
人
以
外
の
民
族
の
居
住
す
る

県
お
よ
び
地
区
に
お
い
て
は
、
当
該
民
族
の
母
国
語
の
使
用
が
保
障
さ

れ
る
。
裁
判
に
用
い
ら
れ
た
言
語
を
話
さ
な

い
当
事
者
は
、
通
訳
を
介
し
て
、

書
類
を
熟
知
す
る
可
能
性
と
、
母
国
語
で
法
廷
に
お
い
て
陳

述
し
、
か

つ
、
要
旨
を
記
載
し
た
陳
述
書
を
提
出
す
る
権
利
を
与
え
ら
れ
る
。

一
六
〇

第
百
三
条

裁
判
は
、
法
律
に
別
段
の
定
め
の
な

い
限
り
、
公
開

で
行
な

わ
れ
る
。

第
百
四
条

裁
判
官
お
よ
び
人
民
参
審
員
は
、
そ
の
司
法
活
動
に
お
い
て

独
立
で
あ
り
、
法
律

に
の
み
従
う
。

第
七
章

検
察
庁
の
…機
関

第
百
五
条

ル
ー
マ
ニ
ァ
社
会
主
義
共
和
国
の
検
察
庁
は
、
各
省
お
よ
び

そ
の
他
の
中
央
国
家
行
政
機
関
、
地
方
国
家
行
政
機
関
、
刑
事
訴
追
機

関
な
ら
び
に
裁
判
所
、
公
務
員
お
よ
び
他
の
市
民
に
よ
る
法
律
の
遵
守

に

つ
い
て
、
監
督
権
を
行
使
す
る
。

第
百
六
条

検
察
庁

は
、
検
事
総
長
の
指
揮
を
受
け
る
。
検
察
庁
の
諸
機

関
は
、
検
事
総
長
局
、
県
、
地
区
、
市
の
各
検
察
庁
お
よ
び
軍
検
察
庁

で
あ
る
。

検
察
庁
の
諸
機
関
は
、
組
織
上
、
上
級
、
下
級

の
関
係
に
あ
る
。

第
百
七
条

検
事
総
長
は
、
大
国
民
議
会
に
よ
り
、
そ
の
最
初

の
会
期
に

お
い
て
、
当
該
立
法
期

(代
議
員
の
任
期
)
を
任
期
と
し
て
、
選
出
さ

れ
、
次
立
法
期
の
最
初

の
会
期

に
お
い
て
、
新
た
な
検
事
総
長
が
選
出

さ
れ
る
ま
で
、
そ

の
職
務
を
行

な
う
。

検
察
官
は
、
検
事
総
長
に
よ

っ
て
任
命
さ
れ
る
。

第
百
八
条

検
事
総
長

は
、
検
察
庁

の
活
動
に
つ
い
て
、
大
国
民
議
会
に

対
し
て
責
任
を
負
い
、
か
つ
、
会
期
か
ら
会
期
に
至
る
間
に
お
い
て
は
、

国
家
評
議
会

に
対
し
て
責
任
を
負
う
。



駈

第

八
章

ル
ー

マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
の
記
章

第
百
九
条

ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
の
国
章
は
、
太
陽
が
昇
る
木

木
で
覆

わ
れ
た
山
脈
を
表
す
。
国
章
の
左

の
部
分
に
は
石
油
や
ぐ
ら
が

あ
る
。
国
章
は
、
小
麦
の
穂

で
で
き
た
環
で
縁
ど
ら
れ
て
い
る
。
国
章

は
五
せ
ん
の
星
を
い
た
だ
く
。
国
章
の
下
部
に
は
、

幻
o
鴇

げ
嵩
8

ω
o
・

o
巨

貯
雷

幻
§
浮

賦

の
言
葉
が
記
入
さ
れ
た
三
色
の
リ
ボ

ソ
が
小
麦

に
巻
き

つ
い
て
い
る
。

第

百
十

条

国
璽

は
、
国
章

の
ま
わ
り

に

"
㊥
寝

び
嵩
8

ω
o
o
竺

院
冨

閑
o
・

§

口

の
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。

第
百
十

一
条

ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
の
国
旗
は
、
縦

に
赤
、
黄
、

青

の
色
を
帯
び
、
青
の
縞
が
旗
竿

の
次

に
来
る
。
中
心
に
は
、

ル
ー
マ

ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
の
国
章
が
描
か
れ
る
。

第
百
十
二
条

ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
の
国
歌
は
、
大
国
民
議

禽

に
ょ

っ
て
承
認
さ
れ
る
o

依

っ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
英
語
訳
は
、

ル
ー

マ
ニ
ァ
政
府
に
代
わ

っ
て

な
さ
れ
且
つ
同
政
府
に
よ

っ
て
公
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

仏
語
訳
は
、

在

仏

ル
ー
マ
ニ
ア
大
使
に
よ

っ
て
発
衷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

※

第
十
五
条

の
県
名
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
欧
亜
局
外
務
事
務
官
堀
田
磯

行

氏
よ
り
御
教
示
を
受
け
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

第

九
章

最
終

規
定

第

百
十
三
条

本
憲
法
は
、
そ

の
採
択

の
日
を
も

っ
て
効
力

を
発
す

る
。

第

百
十

四
条

一
千

九
百
五
十

二
年

九
月

二
十
四

日
の
憲
法

な
ら

び
に
本

憲

法

の
条
項

に
反
す
る
法
律

、
布
告

お
よ
び
そ

の
他

の
規
範
的

決
定

の

条
項

は
採
択

の
日
に
廃
棄

さ
れ

る
。

※

こ
の
訳
出
は
、
.へ9
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言
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に
掲
載

の
英
語
訳
お
よ
び
仏
語
訳
の
テ
キ
ス
ト

に

ル
ー

マ

ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
憲
法
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